
　
去
る
３
月
27
日
の
自
治
連
合
会
委
員

会
に
お
い
て
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
会

長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
大
沢
町
は
今
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
と
も
な
い
多
く
の
課
題
が
出
て
い
ま

す
が
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
て

一
歩
ず
つ
、
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
明
日
の
大
沢
を
描
い
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
選
出
さ
れ
た
新
役
員
、
事
業
計

画
、
予
算
は
次
の
通
り
で
す
。
　
　
　

４
／
17
大
沢
町
出
身

　
　
　
　
　
戦
没
者
追
悼
慰
霊
祭
　
　

５
／
15
き
た
き
た
ま
つ
り
（
鈴
蘭
公
園
）

７
／
25
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
道
路
・
河
川
）

８
／
15
納
涼
盆
踊
り
大
会
　
　
　
　
　

８
／
16
精
霊
流
し
　
　
　
　
　
　
　
　

９
／
１
敬
老
の
お
祝
い
　
　
　
　
　
　

９
／
12
大
沢
町
民
運
動
会
　
　
　
　
　

11
／
２
・
３
大
沢
町
民
芸
術
祭
　
　
　

12
月
上
旬
役
員
研
修
会
　
　
　
　
　
　

１
月
上
旬
新
成
人
へ
の
お
祝
い

会
　
長
　
　
　
北
本
　
義
利
　
　
　
　

副
会
長
　
　
　
西
山
　
千
秋
　
　
　
　

会
　
計
　
　
　
前
中
　
悠
一
　
　
　
　

☆
総
務
部
○
稲
生
秀
治
　
中
尾
幸
夫
　

☆
文
教
部
○
上
西
寿
　
藤
原
利
夫
　
　

宮
本
千
代
治
　
向
井
善
裕
　
☆
福
祉
部

○
大
東
信
彦
　
西
浦
玉
喜
　
☆
環
境
防

災
部
○
乗
池
邦
晴
　
高
山
寿
和
　
　
　

☆
ま
ち
づ
く
り
部
○
藤
本
喜
郎
　
尾
下

健
治
　
☆
監
事
（
代
表
地
区
自
治
会
長
）

中
尾
幸
夫
　
藤
本
喜
郎
　
☆
顧
問
（
前

自
治
会
長
）
乗
井
幹
雄
（
大
沢
連
絡
所
所

長
）
大
釜
透
　
☆
相
談
役
　
榎
本
正
道

　
坂
井
容
充
　
東
本
晄

　
去
る
３
月
28
日
（
日
）
大
沢
校
で
、

一
般
・
小
学
生
合
わ
せ
て
23
チ
ー
ム
の

参
加
で
開
催
し
た
今
大
会
。
年
々
増
え

て
き
た
強
豪
チ
ー
ム
の
熱
戦
と
、
熱
烈

な
応
援
合
戦
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
体
育
館

内
、
そ
し
て
館
外
で
は
、
大
沢
の
そ
ば
・

お
餅
・
た
こ
焼
き
に
舌
鼓
を
う
ち
、
ま

た
、
賞
品
は
大
沢
産
の
お
米
や
野
菜
に

歓
喜
の
声
と
、
参
加
の
方
々
に
温
も
り

あ
る
大
沢
を
味
わ
っ
て
頂
け
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、
参
加
チ
ー
ム
・
町

内
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
会
な
ど
、
思
い

出
に
残
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
綱
引
き
優
勝

チ
ー
ム
は
、
小
学

生
の
部
が
永
年
参

加
頂
い
た
「
神
戸

北
少
年
柔
道
会
Ａ

チ
ー
ム
」
、
一
般

の
部
は
大
沢

の

「
い
ま
も
娘
＆
息

子
チ
ー
ム
」
、
町

外
チ
ー
ム
で
独
占
さ
れ
て
き
た
優
勝
杯

を
フ
ァ
イ
ナ
ル
大
会
で
奪
還
し
、
「
綱

引
き
大
沢
」
の
面
目
躍
如
た
る
成
果
を

修
め
ま
し
た
。
（
東
岡
威
和
雄
）
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（1）こうさんだより 
平成22年４月号 
第454号
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平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画

平
成
二
十
二
年
度
役
員
体
制

（
敬
称
略
、
○
部
長
）
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収入の部
 会費・助成金・
 繰越金他　  　7,800,438
支出の部
 事業費　　　　2,070,000
 防火防犯費　　　190,000
 土木費　　　　　 40,000
　　　　 　　　1,440,000

  体育振興費　　　100,000
    各種団体補助金等500,000

 教育関係費　　　280,000
 事務費・雑費　　450,000
 予備費　　　　2,730,438
 　計　　　　　7,800,438

まちづくり推進費

し
ろ
ん
と(

素
人)

綱
引
き
大
会

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

綱
引
き
大
沢
面
目
躍
如
！
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大沢の桜　なかにし店前



　
連
絡
所
に
赴
任
し
て
あ
っ
と
い
う
間

の
５
年
間
。
豊
か
な
自
然
と
人
情
味
あ

ふ
れ
る
大
沢
町
で
勤
務
で
き
た
こ
と
、

と
て
も
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

い
想
い
出
ば
か
り
が
去
来
し
て
、
私
は

本
当
に
幸
せ
者
だ
っ
た
な
と
心
か
ら
そ

う
信
じ
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
多
く
の
町
民
が
夜
遅
く
ま
で
熱
心

に
議
論
し
て
い
ま
す
。
「
コ
ン
パ
ク
ト

タ
ウ
ン
研
究
会
」
の
各
部
会
に
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
を
思
う
皆
さ

ん
の
熱
意
に
い
つ
も
頭
の
下
が
る
思
い

で
し
た
。
成
果
は
着
実
に
出
て
来
て
い

ま
す
。
①
念
願
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
で
き
た
こ
と

　
②
新
規
就
農
者
が
若
者
を
含
め
増
え

て
来
て
い
る
こ
と
　
③
ミ
ニ
里
山
整
備

が
完
成
し
「
大
沢
ふ
れ
あ
い
の
森
」
や

「
神
付
産
土
の
森
」
が
町
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
ま
た
都
市
住
民
と
大
沢
町
民

と
の
交
流
広
場
と
し
て
町
の
活
性
化
に

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
・
・
・
大

沢
町
は
都
市
に
も
隣
接
し
た
魅
力
あ
ふ

れ
る
農
村
集
落
と
し
て
一
段
と
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
町
民
の
皆
さ
ま
に

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
大
沢
町

の
発
展
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
大
沢
連
絡
所
長
　
松
下
篤
司
）

　
今
年
度
よ
り
、
中
大
沢
地
区
自
治
会

長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
、
中
大
沢
に
新
し
い
住
人

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
農

業
を
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
さ
れ
て

い
る
若
い
ご
夫
婦
で
す
。
自
然
が
豊
か

で
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
温
か
い
大
沢

に
永
く
住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
受
け
入
れ
る
地
域
と
し
て
は
、
先

輩
方
の
築
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
を

守
り
つ
つ
も
、
時
代
に
即
応
し
た
地
域

づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
若

い
世
代
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
地
区
も
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化

の
状
況
は
厳
し
く
、
年
代
毎
の
価
値
観

の
相
違
や
、
人
間
関
係
も
希
薄
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
の
絆
、
家
族
の

き
ず
な
を
大
切
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
と
地
区
内
外
の
交
流
に
努
め
、
微
力

で
す
が
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
今
年
は
、
「
ふ
れ

あ
い
会
館
１
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
て
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
 
 

　
春
た
け
な
わ
の
よ
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
簾
地
区
の
自
治
会
長
と
い
う
役

目
を
任
さ
れ
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
、

ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
さ
て
当
地
区
は
高
齢
者
増
加
、
若

年
層
の
減
少
で
地
区
を
維
持
す
る
行

事
、
例
え
ば
神
社
は
昔
か
ら
の
し
き
た

り
を
守
っ
て
行
く
、
又
は
各
種
団
体
の

役
員
の
定
数
は
変
わ
り
な
く
行
事
に
参

加
す
る
住
民
へ
の
負
荷
が
か
か
り
、
少

人
数
の
地
区
は
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
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「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
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ま
へ

大
沢
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へ

大
沢
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な
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へ

大
沢
町
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へ

大
沢
町
の
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へ

大
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な
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ま
へ

大
沢
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へ

大
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へ

大
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へ

大
沢
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へ

大
沢
町
の
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な
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ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
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ま
へ

大
沢
町
の
み
な
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ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
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ま
へ

大
沢
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の
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へ

大
沢
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へ
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へ
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へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
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ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
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の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
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へ

大
沢
町
の
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ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ

大
沢
町
の
み
な
さ
ま
へ


（２）こうさんだより 
平成22年４月号 
第454号

上
大
沢
区
長
　
藤
原
　
利
夫

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

新
区
長
紹
介

中
大
沢
区
長
　
高
山
　
壽
和

簾
区
長
　
宮
本
　
千
代
治

21
年
度
の
新
生
児

高
山
杏
寿
ち
ゃ
ん
（
中
大
沢
）

小
渕
達
也
ち
ゃ
ん
（
中
大
沢
）

あ
ん
じ
ゅ

新
一
年
生

上西晃大　　　くん(神　付)
長坂亜由美さん　　(日西原)
藤本京佑　　　くん(日西原)
村上やよいさん　　(上大沢)

こうだい

けいすけ



　
今
年
の
活
動
大
沢
松
寿
会
総
会
を
４

月
12
日
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
自
治
連
合
会

北
本
会
長
様
始
め
御
来
賓
を
お
迎
え
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
物
故
者
の
方
々
に

黙
祷
を
捧
げ
来
賓
様
の
御
祝
辞
を
戴

き
、
本
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
曲
り
様

高
山
様
尾
上
様
を
全
員
で
お
祝
い
し
ま

し
た
。
続
い
て
昨
年
の
事
業
及
び
決
算

報
告
と
今
年
の
事
業
計
画
と
予
算
を
満

場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
も
自

治
連
合
会
や
学
校
・
幼
稚
園
・
児
童
館
・

農
協
等
の
行
事
に
参
加
協
力
し
て
行
い

ま
す
。
月
２
回
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
清

掃
、
道
路
の
美
化
、
一
人
暮
ら
し
の
方

の
友
愛
訪
問
、
児
童
の
見
守
り
活
動
等

社
会
奉
仕
に
取
り
組
み
会
員
の
親
睦
を

は
か
り
教
養
や
体
力
向
上
の
た
め
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
菊
作
り
、
句
会
、
旅

行
等
活
動
の
輪
を
広
げ
る
事
に
よ
り
会

の
愛
称
で
あ
る
”
し
あ
わ
せ
”
な
日
々

を
会
員
や
地
域
社
会
全
体
が
過
ご
せ
る

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。（
辻
井
壽
延
）

　
５
月
５
日
に
行
な
わ
れ
る
行
事
が

「
端
午
の
節
句
」
で
す
。
男
の
子
の
い

る
家
で
は
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
五
月
人
形

を
飾
り
菖
蒲
湯
に
入
っ
た
り
し
ま
す
。

　
元
々
日
本
で
は
、
端
午
の
節
句
は
女

の
子
の
お
祭
り
で
し
た
。
田
植
え
が
始

ま
る
前
に
早
乙
女
と
呼
ば
れ
る
若
い
娘

た
ち
が
「
五
月
忌
み
」
と
言
っ
て
田
の

神
の
た
め
に
仮
小
屋
や
神
社
な
ど
に
こ

も
っ
て
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
い
た
の
で

す
。
つ
ま
り
こ
の
日
は
、
田
の
神
に
対

す
る
女
性
の
厄
払
い
の
日
だ
っ
た
の
で

す
。

　
男
の
子
の
祭
り
に
変
わ
っ
た
の
は
平

安
時
代
か
ら
で
、
こ
の
時
代
、
宮
中
で

は
流
鏑
馬
、
競
馬
な
ど
勇
壮
な
行
事
を

行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
端
午
の
節
句
で
使
わ
れ
る
菖
蒲

が
、
武
事
を
尊
ぶ「
尚
武
」
や
「
勝
負
」

に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
男
の
子
が
菖

蒲
を
頭
や
体
に
着
け
、
又
、
菖
蒲
で
作
っ

た
兜
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
、
女
の
子
の

お
祭
り
で
あ
っ
た
五
月
忌
み
が
男
の
子

を
祝
う
行
事
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
、
五
節
句

の
一
つ
で
あ
る
「
端
午
の
節
句
」
に
定

め
ら
れ
、
武
者
人
形
を
家
の
中
で
飾
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
中
国
の
「
龍
門
を

登
っ
て
鯉
が
龍
に
な
っ
た
」
と
い
う
故

事
に
あ
や
か
っ
て
、
子
ど
も
の
出
世
を

願
う
た
め
に
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
５
月
５
日

は
完
全
に
男
の
子
の
節
句
に
な
っ
た
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
坂
井
　
容
充
）

　
　
　
「
日
本
人
の
し
き
た
り
」
よ
り

　
始
め
ま
し
て
、

３
月
16
日
付
で
大

沢
駐
在
所
に
赴
任

し
ま
し
た
正
置
好

章
で
す
。

　
大
沢
駐
在
所
に
赴
任
す
る
前
は
、
兵

庫
警
察
署
で
パ
ト
カ
ー
乗
務
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　
家
族
は
、
妻
と
長
女
（
４
歳
）
次
女

（
１
歳
）
の
４
人
家
族
で
す
。
長
女
は
、

４
月
か
ら
大
沢
幼
稚
園
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
沢
幼
稚
園
で
地
域

の
方
々
と
ふ
れ
合
い
、
田
ん
ぼ
遊
び
等

初
め
て
体
験
す
る
遊
び
が
で
き
る
事
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
引
越
し
や
長
女
の
転
園
等
、
環
境
の

変
化
に
大
き
な
不
安
が
あ
っ
た
私
達
に

皆
さ
ん
が
優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
大
沢
町
の
皆
さ
ん
が
安
全
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


（３）こうさんだより 
平成22年４月号 
第454号

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

〝
端
午
の
節
句
〟

歳
時
記

「
も
と
は
女
の
子
の
お
祭
り
だ
っ
た
」

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

総
会
を
終
え
て

し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
便
り

駐
在
所
だ
よ
り

大
沢
駐
在
所
に
赴
任
し
ま
し
た
。

慰
霊
祭
４
月

17
日 

や
す
ら
ぎ
の
丘

や
ま
び
こ
会
追
悼
歌
『
野
末
の
露
』

を
唄
う

平
和
へ
の
よ
び
か
け 

大
家
光
夫
さ
ん



☆
市
民
参
画
推
進
局
地
域
力

　
　
　
強
化
推
進
課
長
　
森
田
　
拓
也

☆
北
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
保
徳

☆
北
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
広
報
相
談
係
長
　
三
木
　
一
弘

☆
北
神
出
張
所
　
主
査
　
坂
本
　
秀
明

　
　
　
〃
　
　
　
主
査
　
森
本
小
百
合

☆
大
沢
連
絡
所
長
　
　
　
大
釜
　
　
透

☆
消
防
局
北
消
防
署

　
　
　
　
北
神
分
署
長
　
波
方
　
宏
彰

☆
大
沢
幼
稚
園
長
　
　
　
今
井
　
眞
人

☆
大
沢
中
学
校
教
頭
　
　
秦
　
　
重
康

☆
㈱
神
戸
ワ
イ
ン
　
　
　
赤
松
　
庸
光

　
た
け
の
こ
の
根
元
の
部
分
（
１
５
０

ｇ
）
を
ゆ
で
て
か
ら
、
お
ろ
し
が
ね
で

す
り
お
ろ
し
ま
す
。

　
卵
（
２
分
の
１
個
分
）
、
片
栗
粉
・

小
麦
粉
（
各
大
さ
じ
１
杯
半
）
、
塩
（
小

さ
じ
３
分
の
１
杯
）
を
す
り
お
ろ
し
た

た
け
の
こ
に
よ
く
混
ぜ
て
、
梅
干
し
大

に
ま
る
め
て
か
ら
サ
ッ
と
揚
げ
ま
す
。

　
次
に
だ
し
汁
（
２
分
の
１
カ
ッ
プ
）
、

し
ょ
う
油
（
大
さ
じ
１
杯
）
、
み
り
ん

（
大
さ
じ
１
杯
）
を
煮
立
て
、
揚
げ
た

た
け
の
こ
団
子
を
入
れ
て
１
～
２
分
煮

る
と
で
き
あ
が
り
で
す
。

　
硬
い
た
け
の
こ
も
、
す
り
お
ろ
し
て

あ
り
ま
す
し
、
味
付
け
も
し
て
あ
る
の

で
、
〝
肉
団
子
〟
だ
と
思
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。
（
中
大
沢
　
和
田
い
と
ゑ
）

３
／
27
　
消
防
春
の
訓
練
　
　
　
　
　

４
／
１
　
や
ま
び
こ
会
定
例
会
　
　
　

４
／
３
　
光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　

４
／
８
　
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
　
　
　
　

４
／
12
　
婦
人
会
定
例
役
員
会
　
　
　

４
／
18
　
農
業
塾
開
講
式
　
　
　
　
　

４
／
20
　
ま
ち
づ
く
り
部
会
定
例
会
　

４
／
21
　
体
協
役
員
会

　
こ
の
度
の
私
共
の
火
災
に
際
し
ま
し

て
は
、
大
勢
の
方
に
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
掛
け
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
に
は
す
で
に
手

の
施
し
様
も
無
く
何
も
持
ち
出
す
事
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
幸
い
に
も
母
は

じ
め
家
族
全
員
無
事
で
あ
っ
た
事
が
何

よ
り
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
関
係
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

は
、
こ
れ
以
上
無
い
程
よ
く
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
も
町
内
の
方
々
や
各
種

団
体
様
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と

り
急
ぎ
本
紙
面
を
お
借
り
致
し
ま
し
て

家
族
全
員
の
感
謝
の
気
持
ち
を
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
神
付
　
辻
井
隆
治
　
家
族
一
同
）

…投…句……投…句……投…句……投…句……投…句……投…句……投…句……投…句……投…句… 俳
句

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め

た
け
の
こ
団
子

日
本
語
の
美
し
い
季
語
う
ら
ら
か
や
　
　
　
　
　
し
ろ
う

う
ら
ら
か
や
寝
そ
べ
る
犬
と
猫
の
距
離
　
　
　
　
　
昭

鶯
や
目
覚
促
す
庭
の
木
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
み
ゑ

芹
摘
み
て
水
辺
に
足
を
取
ら
れ
け
り
　
　
　
　
　
佐
代
子

花
く
も
り
今
日
の
日
輪
白
く
見
え
　
　
　
　
　
　
伸
　
郎

啓
蟄
や
畑
に
ラ
ジ
オ
音
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
三
恵
子

藪
椿
一
閃
に
照
り
又
昃
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
枝

手
に
ふ
れ
て
日
向
の
匂
ひ
春
の
草
　
　
　
　
　
　
福
　
夫

三
姉
妹
春
陽
を
背
に
語
ら
ん
や
　
　
　
　
　
　
　
正
　
子

野
良
着
に
も
携
帯
電
話
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
　
澄
　
子

行
事
経
過

町
民
の
動
き

お
く
や
み

４
／
13
日
西
原
　
山
樋
茂
子
さ
ん
98
歳

４
／
20
日
西
原
　
辻
井
　
保
さ
ん

101
歳


（４）こうさんだより 
平成22年４月号 
第454号

人
事
往
来

（
敬
称
略
）

被
災
見
舞
へ
の
お
礼

 中大沢子供会が表彰されました　

受
賞
の
お
知
ら
せ


